
令和６年度第９回看護学研究科教授会議事録（定例） 

開催日時 令和６年１１月６日（水）１０時３０分～１２時００分 

開催場所 宮城大学大和キャンパス本部棟３階 大会議室 

出 席 者 

（研究科長）菅原よしえ 

（教  授）風間逸郎、金子さゆり、木村眞子、齊藤奈緒、高橋和子、武田和久、沼山博、花里陽子、三

上千佳子、谷津裕子 

（准教授）江角伸吾、木村三香、後藤篤、小松容子、沢田淳子、霜山真、高橋葉子、竹本由香里、名古

屋祐子、萩原潤、平泉拓 

                       構成員出席 22／22 名（職位別 50音順、敬称略） 

欠 席 者  

事 務 局 吉川、菅野、今野 

議事概要 １ 教授会議事録 

（１）令和６年度第８回教授会(令和６年１０月２日定例)の議事録について承認された。 

（２）本日開催教授会(令和６年１１月６日定例)の議事録署名人を三上千佳子教授とすることについて

承認された。 

 

２ 審議事項  

（１）長期履修制度の申請について 【審議資料 01】 

   谷津教授より、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（２）研究指導体制・論文題目について 【審議資料 02】 

   谷津教授より、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（３）後期科目履修登録について 【審議資料 03】 

   谷津教授より、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（４）令和７年度科目担当教員一覧・兼担・非常勤講師について 【審議資料 04（回収資料）】 

   谷津教授より、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

３ 協議事項 

（１）研究科 DP・CP（案）及び博士前期課程の構成（案）について 【協議資料 01】 

   谷津教授より、資料に基づき DP・CP（案）の説明があり、現在の３研究科の方針について確認し、

看護学研究科は異議なしという意見でカリキュラムセンターへ上申することとなった。 

菅原研究科長より、資料に基づき博士前期課程の構成（案）の説明があり、看護学研究科博士前

期課程の構成の考え方、領域・分野の在り方などについて協議を行った。研究科長及び副研究課長

において、集約した意見をもとに再検討し、次回教授会の際に審議事項として取り上げることとな

った。 

 

４ 報告事項 

（１）「生涯健康支援看護学特論」「生涯健康支援看護学演習」の共担教員について 【報告資料 01】 

   谷津教授より、資料に基づき報告された。 

 

（２）１２月の研究計画発表会について 

   谷津教授より、１２月の博士前期課程の研究計画発表会は申請がないため、行わないとの報告が

された。 

 

（３）大学院生の学会発表に伴う旅費の上限について 【報告資料 02】 

   菅原研究科長より、資料に基づき報告された。 

 

５ その他 

（１）研究支援費について 

   谷津教授より次年度予算要求にあたり、現在の研究活動費では学生の研究に対して上限額が低い

ため、見直しを行ってほしいとの要望があった。 
 
（２）事務局担当職員の変更について 
   事務局より看護学研究科担当事務職員の変更について説明があった。 
 



 

  

【次回開催】 日 時 令和６年１２月４日（水）１０時３０分から 

        場 所 宮城大学本部棟３階 大会議室 

 

議事録署名        氏名 菅原 よしえ  印  

 

 氏名 三上 千佳子  印      以上 

 


